
LFPI News Letter Summer1999　No08金属多孔質体

自然に､或 いは人工的 に､

この世の中には多種多様な

多孔質体が存在 し.我 々の

環境づ くりや生活 に役立っ

ている｡

クリーンテク ノロジーの

一 役 をに な う多 孔 質体 は.

そ の材質､孔 の分布､大 きさ.密 度等々千差万別

の性質を持 っている､例 えば金属 を素材とした多

孔質体 の応用例 として､そ の強度.耐 圧.耐 食性

等 を適用 させ て､固 液 分離 をは じめ と し､発 泡､

消音.粉 体輸送､整 流.防 爆等に利用され ること

は周知の通 りである｡

かつて魚のように､人(ダ イバー)も潜水艦 も"人

工え ら"を 使 って長期間浮上せず に海 中生活 をす

る為 に海水に含 まれ る0.8%の 含有酸素 を取 り出

す試みが行われた｡そ れには高分子透過膜 と積層

金網焼結体の組み合わせがモジュール として使われ,

一応は成功 しているが実用 には至っていない｡

又､ク リー ンエネルギー として水素が注 目され

多方面に利用 されつつある昨今､そ の周辺技術の

一つ に水 素を貯蔵 した り発熱.冷 却の作用 をす る

水素貯蔵合金がある｡一 円玉位の大きさで､缶 ビー

ル2個 分位の水素を吸い込んだり吐き出した りする､

金属のかたま りが何故そんなにた くさんの気体

を吸い込めるのか?.こ れは多孔質金属なのか と

いうと､一 般的に言われ る多孔質体 と違 い､ど う

や ら金属の結晶格子構造間 に水素原子が もぐり込

んでい くらしいので､空 間があるといえばあるが.

スポ ンジのような構造 とは違 う｡こ の金属のかた

ま りも水素を吸 った り吐 いた りしているうちにミ

クロンオーダーの粉に分解 していく｡

ろ過装置 も究極は人体の機能のような ものが出

来れば理想的だ と言われている｡人 間は何を食べ

て も必要な時 と場所 を得れば.ち ゃんと固体 と液

体に分離 されて出て くる｡あ れや これやを考える

と.清 澄化工業会のような各分野の専門家の英知

を結集 して環境浄化 ロボ ッ トで も出来れば.清 掃

車が混雑 して いる 日中の町中を更に排気ガスを出

しなが ら分別ゴミを回収 して廻 らなくても済む｡

静か になった夜の町 をそ のロボ ッ トが､ゆ っく

りと金属 でも何でもゴミをロか らムシャムシャ食

べて歩けば､体 内に溶解炉みたいな ものまで内蔵

しな くても機能膜やバイオ リアクターな どな どで

処理されていく｡

夜中にこんなロボ ッ ト達が町を歩きまわるのは

一寸無気味ではあるが
､愉 快でもある.



平成11年5月25日 ～28日 の4日 間､東 京 ビッグ

サイ トで(株)日 報の主催､関 係中央省庁他 の後援

によ る廃棄物処理展が開催 された｡本 展示会 は平

成4年 を初回 に年々規模が大 きくな って いる｡今

年 は455の メーカー､団 体が展示に参加 した｡海

外か らは 日本貿易振興会が欧米､オ セアニアの環

境関連企業55社 を､韓 国機械 工業振興会 は韓国企

業U社 を紹介 していた｡展 示内容は生 ゴミ､汚 泥.

プラスチ ック､金 属､木 材､紙､排 水等の様 々な

材質､組 成､形 状 の廃棄物 に合わせ､分 別､粉 砕､

圧縮減容､乾 燥､焼 却､リ サイ クル等の技術､装

置の紹介が されていた｡こ こで は主だったもの に

ついて紹介す る｡

生分解性 の有機廃 棄物 は発酵技術 を用 いた設備

が主であった｡特 に肥料等 にリサイ クルするコン

ポス トタイプと消滅減容 タイプが多 く紹介されて

いた｡設 備 は一般家庭用か ら､産 業用の大型装置

まであるが､各 社のセールスポイン トは各々で開

発 した特殊な菌類､酵 素､分 解促進剤 を添加混合

す ることによって､分 解時間､分 解効 率を向上 さ

せ る点であ る｡コ ンポス ト型で約1日､消 滅減容

型 は2週 間以 上 の処理 時 間が 必要 とい う｡木 材､

汚泥､プ ラスチ ック等は燃焼設備が主であったが､

ほ とんどの施 設が高温燃焼 によるダイオキ シン類

対策型 である ことを強調 していた｡ま た､炭 化 し

て燃料補助材､土 地改良材等 に リサイクルする炭

化技術があった｡廃 棄物 を粉砕 し､リ サイ クル用

途 に合 わせ球状､棒 状 等 に成 形 して炭化す るも

の棒状等 に成形 して炭化する ものである｡素 材 に

よって炭化温度が異な るが､有 機物であれば大抵

の ものは処理可能だそ うだ｡し か し､得 られた炭

は吸着能 は低 く､活 性炭の代替えは難 しいよ うだ｡

また､全 体 的な印象 として､ISO14001支 援 ソ

フ トの紹介や､市 民団体が リサイ クル事業のブー

ス を設けて参加 して いるなどか ら､企 業 において

環境管理が一般化 されていること､市 民 まで浸透

した社 会的 関心が 高 くな って いる ことが伺 えた｡

展示品も実装置を持ち込んだブースが多 く､廃 棄

物処理施設市場 に対する企業の大 きな期待 と意気

込みが見えた｡展 示以外にも廃棄物処理実務 に拘

わるセ ミナーやパネ リス トを迎えてフォーラム も

開催 され､盛 大な展示会であった｡

〈 日立プラン ト建設(株〉 奥野 裕〉

(社)日本食品機械工業会 の主催 による 『'99国際

食 品工業展 』が､6月8日 か ら1.日 までの4日 間､

東京･有 明の ビッグサ イ ト(東京国際展示場)で 開

催 された｡22回 目となる今回の出展企業は520社

で出展社数が最大規模であった昨年よ り減 ってい

るものの､来 場者は10万 人前後 とのことであ り内

容 的 には昨年以 上の熱気 の ある展 示会 であ った｡

今年の開催テーマは 『環境にお いしいテクノロジ

ー』で食品産業のみな らずあ らゆる分野で､世 界

的な規模か らも種 々の対策 が求め られて いる環境

問題 と食品共通 とも言えるキー ワー ドである 『お

いしさ』 を結び付 けた メイ ンテーマで極めて現在

の感覚 にマ ッチ した もの と思われた｡ま た環境 と

関連性 も強く､近 年食品産業で大きな話題の1つ で

実用段階 として進め られつつ あるHACCPも 大

きなテーマとなってお り､こ の2つ のテーマを中心

にISO情 報セ ミナー､特 別展示 コーナー も設け

られ､併 催 されたプ レゼ ンテーシ ョンで もこれ ら

のテーマが半数以上を占め る程で あった｡各 ブー

スにおいても多 く目についたものが､H:ACCPに

よる品質･衛 生管理関連の展示であ り､HACCP



は昨年 も大きな展示の柱であったが､今 年は具体

的な取 り組みも更 に進み､内 容的にも質的に も昨

年以上の印象 を受 けた｡

大 手のゼネコンやプ ラン トメーカーの ブースで

は食品プラン トの計画､建 設､製 造管理 までの一

貫性 あるHACCP対 応 のエ ンジニ アリング技術

が展示 されていた｡展 示内容は規模 ある食品プラ

ン トの実績をベースに､HACCPと 環境にや さ

しくを柱 に､廃 棄物 を少な く､ゼ ロエ ミションも

目指 し.き め細やかな部分 まで考慮 されたエンジ

ニア リング技術がプ レゼ ンテーシ ョンにても示 さ

れて いた｡こ うしたプラン ト全体 としての取 り組

みのみな らず､品 質･衛 生管理機器 として計測･分

析･検 査機器 装置｡ク リー ンブースなど個々の機

器等 にお いて もHACCP関 連 として､温 度,圧

力､流 量な どのデー タ採取､制 御､管 理､記 録 を

高性能･小 型･低 価格化が進む電子機器及びパ ソ

コンの活用 が進んでいることも目を引かれた｡

時間的余裕がな く駆け足で見学 した今年の国際食

品工業展であったが､メ インテーマ通 り､環 境にお

いしいテクノロジーとHACCPが 印象的な展示会

であった｡〈 森永エンジニア リング(株)高 瀬 敏〉

申醐 にお ける用･廃 水の膜処理事情

L月27日 ～29日 に清華大学(北 京)で 開催 され

た｢用･廃 水処理の膜利用 に関す るワークシ ョッ

プ｣に 参加 し.関 係機関 を訪問 した｡こ のワーク

ショップはフランスの リヨネーズ社(Lyonn

aisedexEaux)の アジア･太 平洋地

域担 当の事業組織 であるASTRAN(本 部はマ

レー シア)が 資金を提供 し.企 画は銭易教授ほか

清華大学の環境科学･工 学系が行 った｡ASTR

ANの 戦略 には① ナ レッジマネジメン ト､② 技術

移転 と操業支援､③ 水資源の管理及び④主要大学

とのネ ッ トワーク形成が あり､こ のワークショッ

プもこの戦略 にそって行われたものである｡参 加

者 は約104人 であ り､基 調講演 は4件 〈中国側 か

ら｢中 国の膜技術 の発展｣(対 忠洲教授､生 態環

境研究中心)､｢廃 水処理 にお ける中国の膜利用｣

(銭 易教授)が あ り､リ ヨネーズ側か ら｢浄 水処

理 における膜 技術｣及 び｢廃 水処理 における膜型

生物反応装置｣〉､一 般講演 は26件 く 中国側14

件(内 企業関係3件)､リ ヨネーズ関係6件.国

外側6件 〉で日本か らは私 と山本和夫教授(東 大)

が講演 した｡山 本教授が講演 した｢日 本 における

浸漬膜技術｣は 省工ネルギー技術 という観点 か ら､

中国でも流行 しているよ うであ り好評であった｡

会議の合間に生態環境研究 中心(セ ンター)を

訪問した｡こ こで は水環境 に関するあらゆる研究

を行 ってお り､当 工業会関係では各種用･廃 水処

理技術の開発.製 膜技術､膜 利用技術.凝 集剤･

吸着剤の開発などがある｡研 究所内に1995年 設立

された製膜工場(対 忠洲教授が社長)が あ り､U

F膜 モ ジュール と膜分離装置の製造･販 売を して

いる｡性 能 は先進国のものに比較 して悪いが価格

は1/2～1/3で あ り､主 に食 品､飲 料水､工 水

の製造 に用 いられているようである｡

最後に中国 における海外 との研究協力であるが､

中国の巨大市場 と優秀な頭脳を期待 して､人 材開

発やネ ッ トワー ク作 りのために奨学金支給や研究

助成 をして いる欧米企業が多いそ うである｡ま た

生態環境研究中心 にDIONEXは 部屋を借 りて

お り､研 究費を毎年払 っているよ うである｡(こ

のよ うな例は多分野 においても多数ある｡)荏 原

製作所が環境関係の研 究奨励金 を出 して いる と聞

いているが､日 本の各企 業も欧米諸国だけでな く

中国の主要な大学･研 究機 関とのネ ッ トワーク作

りをもっと積極的 に行 う必要があるのではないか

と痛感 した｡〈 松本 幹治〉



平成1:年 第2回 目の行事であ る｢食 品製造 工場

の見学 と講演会｣は5月27日 午後､キ ッコー マン

(株)野 田プラン トにて50名 が参加 し行われた｡

まず講堂で行事委員の小波 氏が主催者代表の挨

拶 をされ､キ ッコーマ ン(株)野 田プラン トの熊切

工場長 に工場概要の説 明を受 けた｡キ ッコーマン

(株)の国内工場は千歳･野 田･高 砂 の3地 域で､野

田には醸造工場2つ とボ トリング工場2つ の計4プ

ラン トがあ る｡野 田プ ラン トはISO14000を 食品

業界で2番 目に早 く取得 し､品 質管理や環境面で

は常に先端 を走る醤油工場である｡醤 油の国内年

間生産量は110万k1で ビールの750万k1に は及ばな

いが､日 本酒の120万k1

に近 い との こ と｡キ ッ

コーマ ン(株)は､海 外 に

もアメ リカ･ブ ラジル

･台 湾･シ ンガポ ール

に工 場 を構 え､そ の消

費量 は今後 も増 える見

込 み で､特 に中国 市場

に は期 待 出来 るそ うで

ある｡キ ッコーマ ン(株)古 川氏 の冒頭説明 に引き

続 き､野 田プラン ト内の｢も の知 り醤油館｣に 移

動 し一般来場者用 の映画 を観 たあ と､館 内を係の

女性に案内 して頂いた｡館 内で は製麹室､仕 込み

タンク､充 填･圧 搾室､を ガ ラス越 しに見学で き､

充填工程 をビデオで確認 した｡非 常 にシンプルで

分か りやす い見 学 コースで醤油 の製

造工程が良 く理解 出来た｡

最初の講演 は､キ ッコーマ ン(株)バ

イ才 ケミカル事業部 の細 山氏 による

｢水に着 目したフー ドテクノロジー｣｡

細 山氏 は､当 初講演予定 だ った水 と

食品の 関係 を専門 に研究 されて いる

浜野氏 に替わ って急遽代 役 を務め た｡

最近の細 山氏 の研 究 内容｢ブ ドウ種

子抽出物(プ ロアン トシアニジン)の

研究開発･マ ーケティング｣を 中心 に､

当初のテーマ｢水 に着 目したフー ドテクノロジー｣

と結び付けての講演であった｡イ ン トロとして水

とアル コールの相互作用 か ら始ま り､水 溶性酸化

防止剤へ と話題 は移 り､プ ロア ン トシアニジンの

概略説明があった｡赤 ワイ ンがブーム にな り､そ

れ に含 まれるポ リフェ ノールの抗酸化作用 は一般

の消費者 にも認知 されて きて いる｡活 性酸 素や

フ リー ラジカル を消去 出来 る各種天 然の抗酸 化

物 質 は､機 能 性 新 素材 と して注 目され て お り､

細 山氏 の研 究 は今後 も非常 に期 待 を持 たせ る内

容であ った｡

次 の講演は､キ ッコーマ ン(株〉生産技術部 古川

氏 による｢醤 油製造にお ける清澄 ろ過技術｣｡本

醸造醤油の製造法.圧 搾 による固液分離.生 醤油

の珪藻土ろ過.火 入れ醤油の膜 ろ過の説明があ り､

新 しい珪藻土 ろ過法 と膜 ろ過法の比較検討が行わ

れた｡古 川氏が提案 され る珪藻土 リサイクル によ

る廃珪藻土の削減化(再 利用化〉 は,弊 社な ど珪

藻土 メーカー にとっては売上高減 にもつなが る厳

しいテーマではあるが､そ れ以上 に循環型社会の

構築 に向けて珪藻土メー カー として貢献 できうる

命題 という意味合 いの方が大 きい｡LCAで 見た場

合の珪藻土 の持つ優れた経済性 を今後 も生かすべ

く.弊 社 も可能 な限 り努力 を続 ける所 存で ある｡

我 々珪藻土 メーカーに対 してだけでな く,膜 ろ過

における今後の省エネルギー対策 についての講演

もあり､ろ 過 に携わる企業の一員 として非常 に考

えさせ られる内容であった｡

〈昭和化学工業(株)石 橋 健藏〉



最近技術委員会で検討がお こなわれているもの

に｢:LCP｣と｢規 格･標 準化｣が ある｡前 者は技

術委員会の中に分科会 をつ くり活動 を行 って行 く

ことが決定 してお り､後 者は技術委員会 とは別に

｢規格･標 準委員会｣を 作 りここで検討 して行 く

ことが決 まりつつある｡い ずれ も最終決定 は理事

会の承認待ちとなって いる｡こ こで は､｢規 格･

標準委員会｣設 立に向 けての技術委員会での話 し

合いの経緯な らびに｢規 格･標 準委員会｣の 展望に

ついて述べてみたい｡

規格･標 準化活動 の必要性は実は最近はじまっ

たことで はな く.当 工業会設立当初か ら課題 とし

て論 じられて きた､昨 年4月 に行われた第2回 技術

委員会で委員長の松本教授か ら､｢本 テーマ に関

しては会員の中で も進め方について意見 が分かれ

ているようであ り.今 後 どのよ うな進め方が良い

か議論 したい｣と の提案があった｡以 後最近 まで

技術委員会で話 し合われた内容を.議 事録 をもと

に述べてみる｡ま ず､は じめの段階で 賦 験法 と

製品の規格･標 準化 の必要性｣が 論議 された｡こ

れ については､総 論的 には賛成であるが.各 論 と

な ると､色 々と問題が出てきて何 をいつか らやる

か と言 った各論 には至 っていない というのが現状

で ある｡こ の話 し合 いで主 に問題 となった のは.

標準物質 をどのように決めるのかということ､及

びメーカー にとって｢差 別化｣を はかって行 くこ

とと標準化 を進める ことの矛盾であった｡ユ ーザ

ー側か らは､あ る分野では製品の選定基準 となる

ようなものが現状では無いに等 しく､い くつ もの

テス トを行 なわ ざるを得ず不便であるとの意見 が

出た｡こ れ らについては､結 論は出てお らず､実

際 に規格･標 準 の作成 に入 った段階 で検 討 され､

解決され る問題であろう｡次 は業界 の実態調査に

ついてである｡こ れ は､こ のプロジェク トを進め

て行 くうえで､現 状が どうな っているかの実態調

査の必要性が提起 された ことをうけて､業 界内で

の分野 ごとの調査 を行 うこととなった もので､つ

ぎの業界が選 ばれ､国 内国外 を含 めた調査報告が

行われた｡a)ろ 過機.脱 水機b)プ レフィルター

c)ろ過膜.分 離膜C)薬 品処理f>測 定機器

f)吸 着.イ オン交換g)バ ル ブ､管 材 これ らの

報告 は今年に入ってか ら行われ前回の会議で報告

を終 えた｡全 般的にいえる ことは､公 的機関で規

格化 されているものは少な く.業 界やメーカーの

自主規格によっているものが殆 どであるとい うこ

とである｡ま た.こ れ らの話 し合 いの中で.｢用

語｣の 統一の必要性 も提起 された｡用 語 の統 一は

規格･標 準 の作成 において重要な ものであ り,比

較的作業が しやす いことか ら,ま ず これか ら始め

て行 くことを決めた｡具 体的 にどのよ うに進めて

行 くか について も話 し合いが行われた｡当 初は技

術委員会の中に用語部会を設ける ことが検討され

たが､｢規 格･標 準委員会｣を 設 けてそ の中に用

語部会 を置いた方 がよ いということにな り.現 在

この方向で話が進 んでいる｡最 後 に今後の展望 に

ついて述べてみる｡話 し合 いの中で.問 題 となっ

た ものに.規 格 にはな っていないがあるメーカー

の製品で既 に良 く使われているものについての規

格である｡い いかえれば.企 業間の競争で シェア

を獲得 し標準 となって しまって いる.い わゆ る

｢デファク ト標準(defactsstandard)｣で あ

る｡当 然 の こ となが ら､工 業会 が 目指す の は､

ISO規 格のよ うに公的な機 関において定め られた

手続 きに基づ き作成 される.い わゆる｢デ ジュー

ル標準(dejuresta鷺dard>｣の よ うな性格をも

ったものでな くてはな らな い｡何 か ら手が けて行

くか の詳細 は これ か ら議論 され るこ とであ るが.

私案 を述べさせていただければ､当 然の ことかも

しれないが.公 的な規格がな く規格作成が求め ら

れている分野で､で きるところか ら作って行 くこ

とであ り､こ の工業会会員が使って行 くものであ

る｡そ して これ らはJXSと な り､ISOと なる ことが

理想 と思 う｡と ころで.よ く議論 され る もの に､

ここで進め られている規格･標 準化は､工 業会会

員のためのものかあるいは､ユ ーザーのためのも

のなのか ということがある｡こ の辺は工業会の目

的あるいは定款 をもとに､検 討すればおのず と方

向は定まるであろうと思っている｡

(日本ミ リポア(株)野 尻 泰弘〉



鴬盤株式会社
当社は､明 治39年(1906年)に 創業 し､化 学 品

専門商社 として､化 学工業薬品､セ ラミックス製

品､合 成樹脂等 を取 り扱 ってお ります｡清 澄化技

術の発展 は､製 造プロセスの技術革新 に欠 くこと

のできない要素であ り､ま た近年､環 境保全､省

エネルギー､リ サイクル問題の関心が高まってい

ます｡当 社では､清 澄化関連製品 を主に取 り扱 う

高機能商品部を設置し､液 体 と空気の清澄化分野

に注力 してお ります｡液 体清澄分野では､中 空糸

膜 の特性 を応用 した製品の開発 に取 り組み､吸 収

式冷凍機用溶液の精製 ろ過装置やブライ ンの精製

ろ過装置な ど(株)ク ラレと共同で製品化 した特化

品を､ま た超純水用途では､半 導体製造プロセス

にお ける供給水質の品位確保の一翼を担 う機能膜

を販売 してお ります｡空 気清浄分野では､高 性能

エアフィルターでの展開を進めてお ります｡培 っ

てきた商社機能 と製品開発 のノウハウを基に､お

客様の ご要望に応え られ ますよ う新規製品の開拓

にチ ャレンジしてまい ります｡(宝 田 勲生)

日曹エンジニア リング株式会祉
昭和37年 に日本曹達(株)よ り分離独立した､フ ァ

イ ンケミカル･プ ラン トのエンジニア リングを最

も得意 とし､多 方面の分野で活躍す る総合エンジ

ニア リング企業です｡合 成反応､分 離精製､粉 粒

体取 り扱い､物 流､制 御などの要素技術 をベース

とし､PIS(プ ラン トインテグ レーシ ョンシス

テム)パ ワー を発揮 して各種のプ ラン トを創造的

に建設 してお ります｡特 に､技 術研究所での自社

プロセス開発､応 用研究､技 術導入な どで新 しい

技術獲得 に努めてお り､活 動の範囲は一般化学 の

範囲にとどまらず.医 薬品分野､食 品分野､機 能

性粉体分野､半 導体製造分野な ど広範囲に及んで

います｡顧 客 に信頼 され る品質 システムで広 く社

会 に貢献す ることを宣言 した当社は､近 年の流れ

に沿ったク リー ンエ ンジニア リング､環 境エ ンジ

ニア リングに注力 し､液 体清澄化技術 とそ の周辺

技術に大きな関心を寄せています｡(小 波 盛佳)

アクアス株式会社
当社 は昭和33年､総 合水処理 メーカー と して

創立以来､上 水･排 水処理､環 境浄化､空 調用水

処理等 における水処理薬品･水 処理装置等､生 活

や産業のニーズに応 じた水づ くりで幅広 く事業を

展開 して参 りました｡最 近では､環 境への影 響を

考慮 した物づ くり､省 エネルギー をキーワー ドと

した要求が高 まりつつあります｡水 処理において

も廃棄物量の削減や水の再利用等､ユ ーザーニー

ズが多様化 しつつある中で､当 社 としてもあらゆ

るニーズに答えるべ く商品･サ ー ビスの充実を図

ってお ります｡こ の様な中､液 体清澄化技術はキ

ーテクノロジー としてな くてはな らない存在 とな

ってお り､当 工業会 とともに､清 澄化技術 を幅広

く発展 させ ることがで きればと考えてお ります｡

(市川 真治)

桜工 ン ドレス株式会社
当社 は､｢桜 測器株 式会社｣と して1955年 設

立､国 産タンクゲージ第1号 を世 に送 り出して以

来､現 在はエ ン ドレス+ハ ウザー社(ス イス本拠

地)の グルー プ会社｢桜 エ ン ドレス株式会社｣と

して､自 社開発製品(タ ンクゲージ)と エン ドレ

ス+ハ ウザー グループ開発製品(分 析計､レ ベル

計､流 量計､圧 力計､露 点計､ベ ーパー コン トロ

ール)を 販売 している総合計測機器 メーカー販売

会社です｡

Nothingbeatsknow-howの コンセプ トを基

本 にR&Dを 充実 し､石 油,化 学､医 薬､食 品分

野のプラン トに幅広 く適応す る計器 を揃えてお り

ます｡ま たエ ン ドレス+ハ ウザーのグループ会社

であるウェッソ･ヴ ァレック社製のし尿･ゴ ミ･

産業廃棄物処理向けバイオガス製品を取 り扱 って

お り､嫌 気性消化 システムの設備 においてメタ ン

ガスの処理に関す る広い範囲の製品 を提供致 しま

す｡現 在最 も社会的関心 を集めている環境問題の

軽減に貢献で きるよ う､こ れか らも更なる努力を

して参 りますのでよろしくお願い致 します｡

(牧井 司)



当工業会は､会 員数の拡大 とともに各委員会の活動

も活発に行われています｡以 下､今 年に入ってから

の幹事会､各 委員会の開催 日程および議事概要を報

告 します｡尚､理 事会活動につきましては､そ のつ

ど本誌にて報告してお りますので割愛致 します｡亜
開催 騒:1/282/233/184/205/276/25

議事概 要:工 業会 パ ンフ レッ ト/ニ ュ ー ス レター
PNo
./LCAシ ンポジウム/技 術 委員会 か ら幹事会 へ

の出席者の承認/キ ッコーマ ンへ の見学会/雑 誌 への

掲載 計画/基 礎講 座(H)の 検 討な ど各委 員会 に よる

実施事項の検 討､及 び承認

技術 委員会

開催 臓:1/203/1:4/145/196/23

議 事概襲;基 礎講座(1)ア ンケー ト調査報告/基 礎講

座(Ⅱ)の 企画･検 討/規 格･標 準化 につ いて各 グルー

プの活動報告/LCP(LCAを 含 む)分 科会の運営

/｢化 学装置｣等.雑 誌への記事内容の検討

広報 婁愚会

開催 闘11/192/183/1`64/166/11

議事概饗:年 間計画の立案/ニ ュー ス レター一No.`の編

集/工 業会案 内パ ンフレッ ト制作 に関す る打合せ/工

業会 ホームページ開設の検 討

行蒙委員会

開催 日11/26以 降随時､メ ール あ るい はFAX

による打 ち合わせ を行 っている｡

議事概 饗:行 事委 員会 と行 事 の進 め方/:LCAシ ン

ポジ ウム実 施 につ いて/5月 見 学･講 演会(キ ッコー

マ ン)の計画･実 施/8月 講習会(基 礎講座(Ⅱ))の 計画

国際交流委員会

開催 圏:5/26(初 回〉

議事概 要:今 後 の活 動 内容 につ いて/正 副委員 長 の

推挙/ア ヘ マ視i察団実施

総務委蝿会

開催 欝:1/182/16

議覇概饗:講 演者や専 門家 の協力依頼 に対 する費用

等､規 約 の検 討/分 科会 の具体的 運営 と分科会 の規

定化/総 務委員会 の具体 的運営/委 員会規定(案)の 検

討､修 正/事 業活 動の収入､支 出に関する規定(案)の

収入 と出項 目の分類 と内容検:討

食べ歩 きを して いると､時 々お い しい店や 雰囲気

の いい店 に出会 う｡そ れ だけで十分報われ ているは

ずだが.ち ょっ と欲 も出る｡こ んな調査?を や って

いて､載 せて あげ ます よと言 えば､き っと｢今 日の

お代は結構です｣と いう店 もある に違 いな い｡い や､

そ うっと次 のための割引券 ぐ らい渡 して くれ るか も

しれな い､な んて い う期待 を持 った りす る｡そ れが､

実 際 にはまるでな し｡ど こで も､｢あ そ うですか｣

か､｢ほ う｣で 終 わ って しまう｡若 い従業員 は宣伝

に無関心､年 輩 の経 営者 はイ ンターネ ッ トなんて さ

っぱ りというこ とか｡ち ょっとサ ー ビスすれ ばいい

こと書 いて あげるの に｡お っと､そ んな ことで はボ

ラ ンテ ィ ア精 神 に もとる｡神 保 町 界 隈 とい って も､

実 は様 々な地 区が あ る｡安 い店 か ら高 い店 まで､う

まい!店 か らまず い1店 まで｡そ の中で特 にうま く

て安 い店が多 く集 まって いるのが､ホ ームペー ジの

範 囲､即 ち我が社 を含 む範囲で ある｡と 書 くと他か

ら苦情がで るかな｡も ち ろん界 隈には高 くてお い し

い店 もあ る｡掲 載 範囲か ら少 しはず れたバ ラライ カ

な どは最安 の ランチが1,800円 と高いが､夜 は とて

もそ んな 値段 で は 食べ られ な いの で,む しろ割 安｡

普段 と違 う リッチ な気 分 に浸れ るだけで も価値が あ

る｡そ んな店 にも､た ま には奮発 して行 ってみた い｡

最近 の不景気で､味 や企 画 に工夫 を凝 らす店が多 く

な った｡あ る高級 中華 料理店は安 いバ イキ ングを始

めた｡夜 の不調 をカバ ーするた めに昼食 を始 めたス

ナ ックな どもあ る｡神 保 町でな くて も､気 分転換 を

兼ね て少 し遠 くまで歩 き､新 しい食 べ処 を開拓 して

はいかが?〈 神保町界 隈食べ処 の載 っている 日曹エ

ン ジ ニ ア リ ン グの ホ ー ム ペ ー ジ は､

httpl//www.nisso-eng｡coJp>(小 波 盛佳)



1e年 第3会 行事r液 体満澄化技衛基礎講座GD』

当工業会では､昨 年 に引き続き､基 礎か ら中級

程度 までの技術 を学びたい方 を対象 とした､液 体

の清澄化 に関す る基礎技術 の習得 を目的 とした基

礎講座 を企画いた しました｡是 非 ご参加 ください

ますよ うお願 いいた します｡ま た､講 演終 了後.

技術情報な どの交換 のために講師 を囲んでの技術

交流会を行いますので是非 ご参加 ください｡

鷲購:1999年8月27日(金)

会場:日 曹エ ンジニア リング(株)(東 京都千代 田

区神保町1-6-1タ キイ ビル)4階 第1会 議室

スケ ジュール

翫9:30～10:45｢液 体清澄化技術概論(Ⅱ)｣

横浜国立大学教授 松本 幹治 氏
P
｡10x5{～12:a｢砂(深 層)ろ過技術｣

(株)トーケ ミ部長 佐藤 廣 氏

(昼食60分)

3.13:05～14120｢イ オン交換技術｣

日本錬水(株)主 任研究員 寺山 弘晃 氏

e｡14:25～15.4(｢活 性炭吸着技術｣

武田薬品工業(株)部 長 竹内 辰郎 氏

(休憩15分)

da.14:5e～P:lt｢膜 カートリッジ式ろ過器｣

日本ポール(株)専 任部長 佐藤 恭 司 氏/

部長 三浦 洋郎 氏

§.17e36～19:00｢講 師を囲んでの技術交流会｣

※申し込み方法は追 って送付 され る案内状 をご覧

下さい｡

新 しく工業会 に入会 された会員､お よび入会に

ご尽力いただいた会員を紹介致 します｡6月 中旬現

在で法人会員80社,個 人会員1名 の合計81と な り

ます｡尚､石 川雅紀助教授(東 京水産大学〉が協力

会員にな りました｡

新 入 会 員 推 薦 会 員

噸く株)粟繊機械工業製作所(一 般 会 員)松 本代表幹事

盤猛友スリーエム〈株)(一 般 会 員)

3オ ルガノ(株)(一 般 会 員)松 本代表幹事

s麟1麟 麦酒(株)(ユ ーザー会員)松 本代表幹事

cア サ ヒ飲料(株)(ユ ーザー会員)松 本代表幹事

S〈株)ト ライテック(一 般 会 員)日 本ミリポア(株)

本誌では新企画として会員各社の｢新 製品紹介｣

を企画 してお ります｡掲 載 は次号か らを予定 して

お ります ので本号(8号)発 刊後(e月)よ り申請 を

受付 ます｡掲 載順 は原稿先着順 といた します が､

紙 面が限 られて いるため掲載まで多少の時間がか

る場合 も予測 されます｡そ れによ り.新 製品情報

としての意味が失われる可能性が生じる場合は確

認を行 いなが ら調整 して参 ります｡新 製品紹介を

希望す る会員企業 は新製品概要2Q!～25(字 と写

真1点､社 名､担 当者名(問合わせ先)を添 えて広

報委員会下記宛て 申請下さい｡

串請先:富 士フィルター工業(株〉広報室 卜部兼好 宛

〒103-330f東 京都中央 区日本橋室町2-4-3

TEL｡(03)324_一4201FAX｡(03)326-123

副会長が勲覧等双光旭 羅童を受輩

今年春の叙勲褒章受章者の発表の中で.当 工業会

副会長である 日本ブイルター(株)社 長･橋 本康彦

氏は勲五等双光旭 日章受章の栄誉に輝いた｡そ の

推薦団体は会長 を努める(社〉日本表面処理機材工

業会で､旧 来 の表面処理業界の5団 体を強い指導

力によ り統合 を推進 し､そ の後の工業会組織 の整

備･充 実 に貢献するとともに表面処理業界におけ

る環境保全対策 に尽 くした功績 によ り受 章 した｡

なお同氏は､昭 和59年 春 に産業振興の功績 によ

り藍綬褒章を受章 している｡

ニュース レターも今回で第8号 とな ります｡想

えば,9年 の秋 に第1号 を創刊 してか ら矢のように

時が過 ぎた感があ ります｡ご 承知 の通 り.本 誌は

現在8ペ ージ編集 となっていますが､工 業会 の活

動が活発化 している証であると思っています｡会

員の皆 さんの意見が反映 された内容 を模索 しなが

らの作業ではあ りますが,1(号 発刊を目安 として

一度アンケー ト調査を実施することを考えています｡

会員の皆様 には今後 ともご協力を期待致 します｡
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